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大谷古墳

福山市引野町

大谷古墳は，福山湾を見おろす引野丘陵の南斜面にあった古墳です。
2000（平成 12）年にこの一帯が開発されることになり，これに伴っ
て発掘調査が行われました。発掘調査の結果 , 墳丘は直径約 8.5ｍ，
残存する高さ 1.7ｍであることが明らかになりました。また石室の側
壁の石組は左右非対称の構造を持つ珍しい形態であることも分かりま
した。内部に副葬品などはほとんど残されていませんでしたが，わず
かに見つかった須恵器や土師器などから 6世紀後半に造られた地元有
力者の墓と考えられています。
その後事業者の寄贈により 2002（平成 14）年に移築整備が行なわれ
ました。なお石室は元は南東方向に開口していましたが，移築用地の
関係で現在は北向きになっています。
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